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●臨床口腔機能学大学院  Division of Clinical Oral Rehabilitation
1. 所属構成員等
教 授 菊谷　武（院長）
大 学 院 生 永島圭悟, 宮下大志, 加藤陽子
2. 研究テーマ
1) 摂食・嚥下リハビリテーション  Dysphagia rehabilitation.
2) 口腔ケア  Oral health Care.
3) 高齢者に対する歯科診療  Dental treatment for Elderly People.
4) 歯科訪問診療  Home Visiting Dental Care.
5) 咀嚼器官の運動障害が咀嚼機能に与える影響  Masticatory function affected by
masticatory disorders with motor disorder.
6) レット症候群の摂食機能  Feeding of Rett syndrome.
7) コミュニケーション障害患者のリハビリテーション  Speech and language
therapy in communication disorders.
8) 高次脳機能障害患者の社会復帰支援  Social problem for person with traumatic
brain injury and their significant others.
9) 誤嚥性肺炎と口腔ケア  Aspiration pneumonia and oral health care.
10) 障害児の摂食機能  Feeding function of disabled children.
11) 小児の摂食機能の発達と障害  Development and disabilities of feeding in
children.
12) 子供の食の問題と母親の育児負担との関係  Relationship between children’s
eating problem and mother’s parenting burder.
13) 原始反射の再出現が摂食機能に与える影響  Effects of reappearance of
primitive reflexes on eating function and prognosis.
14) 口唇口蓋裂児の吸啜時の舌運動の解析  Analysis of tongue movements during
sucking by infants with cleft lip and palate.
15) 地域包括ケアシステムに対応可能な歯科医師育成プログラムの構築  Development










Relationship between tongue muscle strength and pharyngeal dynamics during
swallowing in elderly men with dysphagia., 2021年2月3日, 日本歯科大学，博
士（臨床口腔機能学）.
2) 宮下大志: 嚥下障害患者における嚥下造影検査で観察される嚥下動態とサルコペニ
アとの関連性　Relationship between the dynamics of swallowing　organs
observed on videofluoroscopic　swallowing studies and sarcopenia., 2021年2
月3日, 日本歯科大学，博士（臨床口腔機能学）.
5. 主催学会等
1) 「食べるを支える」オーラルフレイル研修会, 東京（オンライン）, 2020年8月18
日, 講師：菊谷　武.
2) 「食べるを支える」ミールラウンド研修会, 東京（オンライン）, 2020年9月17日,
講師：菊谷　武，高橋賢晃.









1) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 基盤研究（C）, (継続), 2018
～2021年度, 高度医療受給している小児在宅患者に対する遠隔診療を導入した口腔
管理システムの構築, 町田麗子(代表), 菊谷　武，田村文誉(分担), 4,420,000円,
2020年度, 1,300,000円
2) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 基盤研究（B）, (継続), 2018
～2020年度, 機械学習を用いた嚥下造影検査診断補助システムの開発, 菊谷　武
(代表), 5,330,000円, 2020年度, 5,330,000円
3) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 基盤研究（C）, (継続), 2018
～2020年度, 嚥下障害患者の食行動モニタリングによる誤嚥性肺炎の予測, 大石朋
子(代表), 菊谷　武(分担), 4,290,000円, 2020年度, 1,040,000円
4) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 基盤研究（C）, (新規), 2020
～2022年度, 人工知能による深層学習を応用した運動障害性咀嚼障害の多軸診断支




1. 菊谷　武 (共著・監修) : , 食事療法 はじめの一歩シリーズ「誤嚥性肺炎を防ぐ
安心ごはん-誤嚥を防いで安全でおいしい食事を！」, 1版, 女子栄養大学出版部,
東京, 2021, ISBN 978-4-78951-890-1.
2. 菊谷　武 (共著・監修) : , 歯科と栄養が出会うとき, １版, 医歯薬出版株式会
社, 東京, 2020, ISBN 978-4-263-44600-3.
3. 菊谷　武 (共著・監修) : , シニアの筋トレ・口トレ・骨体操, 3版, NHK出版, 東
京, 2020, ISBN 978-4-14-794182-2.
4. 菊谷　武 (分担執筆・監修) : 2章06　口腔機能低下の診断基準となる7項目
COUMN「ペコぱんだ」, 56-56, 一般社団法人　日本老年歯科医学会, かかりつけ歯
科医のための　口腔機能低下症入門, １版, 株式会社デンタルダイヤモンド社, 東
京, 2020, ISBN 978-4-88510-474-9.
5. 菊谷　武 (分担執筆・監修) : 2章08　嚥下機能低下, 66-71, 一般社団法人　日本
老年歯科医学会, かかりつけ歯科医のための　口腔機能低下症入門, １版, 株式会
社デンタルダイヤモンド社, 東京, 2020, ISBN 978-4-88510-474-9.
6. 菊谷　武 (分担執筆・監修) : 第1章　口腔ケアの必要性, 2-19, 菊谷　武, 基礎
から学ぶ口腔ケア, 3版, 株式会社学研プラス, 東京, 2021, ISBN 978-4-7809-
1414-6.
7. 菊谷　武 (分担執筆・監修) : 第4章　さまざまな患者へのケア, 56-61, 菊谷
武, 基礎から学ぶ口腔ケア, 3版, 株式会社学研プラス, 東京, 2021, ISBN 978-4-
7809-1414-6.
8. 菊谷　武 (分担執筆・監修) : 第4章　さまざまな患者へのケア, 81-90, 菊谷
武, 基礎から学ぶ口腔ケア, 3版, 株式会社学研プラス, 東京, 2021, ISBN 978-4-
7809-1414-6.
9. 菊谷　武 (分担執筆・監修) : 第4章　さまざまな患者へのケア, 213-217, 菊谷
武, 基礎から学ぶ口腔ケア, 3版, 株式会社学研プラス, 東京, 2021, ISBN 978-4-
7809-1414-6.
10. 菊谷　武 (分担執筆) : 2，健やかな高齢期のための摂食・嚥下機能支援, 30-32,
公益社団法人東京都歯科医師会, 歯と口の健康からはじめる　食育チャレンジブッ
ク, 改訂版, 東京都福祉保健局, 東京, 2021
B. 原著
1) Furuya H, Kikutani T,  Igarashi K , Sagawa K, Yajima Y, Machida R, Tohara
T(7th), Takahashi N(8th),  Tamura F(9th) (9 authors): Effect of dysphagia
rehabilitation in patients receiving enteral nutrition at home nursing
care: A retrospective cohort study, ☆◎Journal of Oral Rehabilitation,
2020; 47(8): 977-982, doi:  10.1111/joor.13030.
2) Nagashima K, Kikutani T, Miyashita T, Yajima Y, Tamura F: Tongue muscle
strength affects posterior pharyngeal wall advancement during swallowing:
A cross-sectional study of outpatients with dysphagia, ☆◎Journal of oral
rehabilitation, 2021; 48: 169-175, doi: 10.1111/joor.13120. (学位論文)
3) Igarashi K, Kikutani T, Tamura F, Yajima Y, Tohara T: Factors predicting
the effects of dysphagia rehabilitation on multidimensional functional
status in elder outpatients: A prospective cohort study, ☆◎
Gerodontology, 2020; 37(3): 271-278, doi: 10.1111/ger.12476.
4) Maekawa K, Ikeuchi T, Shinkai S, Hirano H, Ryu M, Tamaki K, Kikutani
T(10th) (23 authors): Number of functional teeth more strongly predicts
all-cause mortality than number of present teeth in Japanese older adults,
☆◎Geriatr Gerontol Int, 2020; 20(6): 607-614, doi: 10.1111/ggi.13911.
5) Watanabe D, Yoshida T, Yokoyama K, Yoshinaka Y, Watanabe Y, Kikutani T:
Association between Mixing Ability of Masticatory Functions Measured Using
Color-Changing Chewing Gum and Frailty among Japanese Older Adults: The
Kyoto-Kameoka Study, ☆◎Int J Environ Res Public Health, 2020; 17(12):
45-55, doi: 10.3390/ijerph17124555.
C. 総説・解説
1) 山田裕之, 田村文誉, 菊谷　武: 遅発型のPompe病を発症した小児の構音障害に対
してPLPを応用した一例.障歯誌, 2021; 42(1): 60-65.
2) 田村文誉, 菊谷　武: 小児在宅歯科医療に関する全国実態調査.障歯誌, 2021;
42(1): 91-97.
3) 菊谷　武: 栄養をアウトカムにした歯科医療を！.日顎咬合会誌, 2020; 40(3):
167-173.
D. 報告（臨床・症例・研究・商業誌の総説や解説等）・紀要
1) 菊谷　武, 田中公美: "臨床駅伝　こんな患者さんが来たら？
食べられない。口腔内が痛い.アポロニア21, 2021; 325: 18-22.


















関連. 日本老年歯科医学会第31回学術大会プログラム・抄録集, 2020; 106.
6) 有友たかね，磯田友子，横田悠里，戸原　雄，田村文誉，菊谷　武. 歯科恐怖症に
対する行動療法の再構築が奏功した成人患者の一例. 障歯誌, 2020; 41（3）:
179.
7) 佐川敬一朗，戸原　雄，田村文誉，菊谷　武. 味覚障害に起因したフレイルに対し
て、亜鉛補充療法が奏功した一例. 障歯誌, 2020; 41（3）: 178.
8) 町田麗子，古屋裕康，高橋賢晃，児玉実穂，元開早絵，永島圭悟，塩原裕一朗，田
村文誉，菊谷　武. COVID-19感染拡大に伴い小児在宅診療患者に対して実施したオ
ンラインによる小児摂食指導. 障歯誌, 2020; 41（3）: 273.
9) 仲澤裕次郎，西澤加代子，冨岡孝成，駒形悠佳，田村文誉，菊谷　武. COVID-19の
感染予防を目的とした訪問診療中断が高齢者施設入所中の患者に与える影響. 障歯
誌, 2020; 41(3): 273.
10) 佐藤志穂，田村文誉，五十嵐公美，菊谷　武. 新型コロナウィルス感染症拡大に伴
い障がい児に対してD to P with D(Doctor to Patient with Doctor)を行った一
例. 障歯誌, 2020; 41（3）: 271.
11) 五十嵐公美， 菊谷　武， 矢島悠里， 佐川敬一朗， 古屋裕康， 仲澤裕次郎， 尾
関麻衣子， 戸原　雄. 在宅がん患者の人生の最終段階における歯科訪問診療の取






イル学術大会プログラム・抄録集, 2020; 11(4): 176.
14) 古屋裕康，矢島悠里，菊谷　武. 在宅療養中の経管栄養患者に対する経口摂取再開




1) 菊谷　武: とろみ自動調理器導入のメリット, 第26回日本摂食嚥下リハビリテー
ション学会学術大会, 講演, 愛知県 (2020年9月13日).
2) 菊谷　武: 食べるが繋がるオーラルマネジメント, 第26回日本摂食嚥下リハビリ
テーション学会学術大会, スポンサードセミナー, 名古屋市 (2020年9月12日～13
日).
3) 菊谷　武: 在宅歯科医療・認知証・食支援・フレイル対策, 第73回 九州歯科医学
大会in熊本, 講演, 熊本県 (2020年10月17日).
4) 菊谷　武: 地域連携における在宅食支援, 第44回日本嚥下医学会総会, 講演, オン
ライン (2021年3月5～26日).
2) 講演会・研究会・研修会等での講演
1) 菊谷　武: 口の終い方-8020の先に見えてきたもの-, 鹿児島県日本歯科大学校友会
総会・歯学研修会, 鹿児島 (2020年7月11日)．
H. その他の出版物
記載事項なし
